












はじめに 

近年,本邦においては少産傾向が定着しつつあり,合計特殊出生率は 1990年に 1.53 と過去

最低を記録するに至った。この現象に伴って高年妊娠の増加も顕著になり,同年には 35 歳

以上の妊婦が総分娩数の 8.6%を占めるまでになっている。この様な状況の背景には,男女

に共通する晩婚化や,女性に著明な高学歴化・有職率の上昇などが考えられている。またこ

れには,同時に進行してきた社会構造の変化や多様化,ならびに人々の倫理観・価値観・習

慣などの変化も重要な要素として作用しているものと思われる。 

一方,ME 機器の発達や新技術の開発などによる医療全般のレベルの向上により,産科領域

でも合併症妊娠や切迫流・早産の管理などにおいて飛躍的な進歩・改善が認められ,周産期

医療の中に取り扱うハイリスク妊娠の頻度は年々増加の一途をたどっている。 

一般に合併症妊娠や高年妊娠がハイリスク妊娠を代表するものと考えられているが,周産

期死亡や新生児疾病を引き起こす要因は実に様々である。そこで,ハイリスク妊娠に関係す

る因子について,特に社会経済学的因子(S㏄ioeconomic factors)に焦点をあてて文献的に

リスクファクターを検討したので報告する。 


